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論　文

大学生協の「学びと成長」を支援する事業の特徴と課題

小　塚　和　行＊

要旨

　21 世紀に入り，大学生協は大学からの要請と学生の教育や就職をめぐる環境の

変化も受けて，学生一人ひとりの「学び」「就職」「キャリア形成」を支援する事

業（学びと成長事業）を開始した。本稿の目的は，大学生協が進めている学びと成

長事業の中で，生活協同組合としての特質がどのように発揮されているのかをま

とめ，この事業が学生の学びと成長にどのように関わっているのか，大学の教育

的機能との関係でどのように位置づけられるかを考察することである。

　学びと成長事業の主な事業として，「オリジナル公務員講座」「グローバル・コ

ミュニケーション事業」「スチューデント EQ」「学び成長出発（まなたび）プログ

ラム」などが取り組まれている。参加した学生たちは，教室外での体験，他者と

の協同作業やコミュニケーションなどを通じて，自らの成長や変化を実感してい

る。学生たちは，自分の体験を新入生や下級生に伝えこの事業の利用者を広げて

いる。また，上級生が先輩サポーターとして，各種講座でのアドバイスや相談活

動を進めている。生協職員は，学生一人ひとりに寄り添いその体験や成長を見守

り，身近な相談相手となって支援するとともに，専門知識と資格の取得に努め自

らも学び成長している。大学生協は，大学の規模に関わらずどこの大学生協でも

この事業を利用できるように，事業連合という支援組織を構築している。このよ

うに大学生協は生活協同組合の特質を発揮して，学びと成長事業を進めている。

　この事業では，大学生協独自のツールとプログラムを開発し学生の「学校から

仕事・社会へのトランジション（移行）」を支援している。大学の教育機能との関

係では，正課外や生活場面から学生の学びと成長を支援するという関係にあり，

大学関係者からも期待が寄せられている。

　この事業を発展させ生協に期待される役割を果たしていくために，大学の理解

や協力関係を強めていくこと，大学研究者との連携によりこの事業の研究・検証

を進めること，生協職員に対するエンパワーメントを強化することを，今後の課

題として筆者から提起した。
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Ⅰ　はじめに　―課題の設定

　大学生協は，戦後まもなく各大学で設立され，今日まで学生，教職員の日常生活や勉学・研

究活動を支えるため，食堂事業を始め教科書・専門書やパソコン・生活用品などの供給事業，

旅行などの各種サービスの斡旋事業を行ってきた。

　21 世紀に入り，大学生協は大学からの要請と学生の教育や就職をめぐる環境の変化も受け

て，学生一人ひとりの「学び」「就職」「キャリア形成」を支援する事業（以下，学びと成長事業）

を開始した。

　本稿では，大学生協の学びと成長事業の中から，「オリジナル公務員講座」「グローバル・コ

ミュニケーション事業」「スチューデント EQ」「学び成長出発プログラム」の 4 つの取り組み

を取り上げ，それがどのような事業内容か紹介し，生活協同組合としての特質がどのように発

揮されているかをまとめた。

　そのうえで，この事業が学生の学びと成長のプロセスから見てどのような意義があるのか，

大学関係者からどのように期待されているかについてまとめた。

　最後に，学生たちの学びたい成長したいという要望に応える大学生協の使命を追求し，大学

における生協に期待される役割を果たしていくためには，今後どのような課題があるかをまと

めた。

Ⅱ　先行研究の特徴

　大学生協の事業に関連した研究は，書籍事業と読書・勉学に関する研究（佐藤他，2007；佐々

木，2018；小塚，2018），食堂事業と食育・健康に関する研究（木下他，2006；島内他，2017；多々

納他，2017），共済事業と学生の健康・病気に関する研究（眞崎，2010）などがある。大学生協

が毎年実施している「学生生活実態調査」を活用した大学生の生活実態の分析研究（浜島，
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2017；栗山，2017；三輪他，2018）は数多くなされており，大学生協事業の大学教育・学生生活

への貢献が多分野で明らかにされている。

　大学生協の「学びと成長事業」に関する研究では，谷内他（2006）や門間他（2007）が東北

大学生協の学びと成長事業を取り上げ考察している。畠他（2016）や阿濱（2015）はスチュー

デント EQ の有用性について考察している。溝上（2011）は大学生協が提供している学びと成

長に関する支援事業を①ピアサポート（上級生が下級生・新入生を教える，支援するシステム），②

キャリア形成支援（日常の大学生活とむすびつけたキャリア形成），③授業外学習（読書や食生活な

ど日常生活を通じた学び）の 3 つの点から評価するとともに，今後の課題として大学生協が大学

との協働を目指していくことを提起している。

Ⅲ　大学生協の学びと成長事業　―概要と特質

1．大学生協の概要

　大学生協は，学生，大学院生，教職員を組合員とする生活協同組合（消費生活協同組合法に基

づく生協法人）である。大学生協連（全国大学生活協同組合連合会）には 215 会員生協（2018 年 12

月末現在）が加盟し，その内訳は 206 大学（研究機構，各種学校を含む），3 高等専門学校，6 イ

ンターカレッジコープ 1），2 事業連合，1 連合会で，総組合員数は 156 万人（学生・院生　130

万人，教職員　18 万人，生協職員　8 万人）となっている。主な事業は，購買，書籍，食堂，旅行

サービス等で，全国の大学生協の年間総供給高（利用高）は，1,815 億円（2017 年度）となって

いる。大学・短大・高専の全学生数 300 万人（2018 年 5 月現在）に対し，学生組合員は約 130

万人で学生の 40% 以上が大学生協の組合員となっている。

　大学生協の特徴は，①学内の福利厚生の事業サービスを行う全国的組織として，国内では他

に例がない最大規模の事業体であること，②生活協同組合として，組合員への最大奉仕・非営

利を事業理念とし，大学との関係では自主的・自立的に運営していること，③学生・大学院

生・教職員が，利用者，出資者であるとともに，運営者として生協理事会を始め，生協の諸活

動に自主的・主体的に参加していること，などが挙げられる。

　大学生協の事業規模は，各大学の規模（学部・大学院・研究機関等の数，学生数）によって，年

間総供給高が 50 億円を超える生協（東大，早稲田，京大，立命館など）から供給高 1 億円未満の

小規模な生協まで，組合員数では 3 万人以上の生協から 2 千人未満の生協まで，大小のバラ

ツキが大きい（図 1）。また，規模の大きい生協でも，キャンパスごとに食堂・店舗があるため

（例えば，京大生協で 23 事業所，立命館で 33 事業所），1 事業所当たりの事業規模や職員数は小規

模になり，採算面では厳しい状況におかれている。さらに，大学には春休み・夏休みなどの長

期の休み期間があることも事業経営の面では大きな制約となっている。コープこうべ（事業高    
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2,538 億円，組合員数　171 万人），京都生協（792 億円，54 万人）などの地域生協と比較してみる

と，極めて零細な事業体であることがよくわかる。

2．学びと成長を支援する 4 つの事業

（1）学びと成長事業とは

　大学生協はこれまで大学における福利厚生施設の運営担当として，食堂事業や書籍・生活用

品などの供給事業を通じて学生・教職員の学内における生活を支える役割を担ってきた。

　21 世紀（2000 年）に入り，学生一人ひとりの「学び」「就職」「キャリア形成」を支援する

事業に取り組み始めた。学びと成長事業がめざしているのは，「学び合いと協同体験を通じて

学生自らの主体形成を総合的にサポートすること」である。言い換えれば，学びと体験を通じ

図 1　大学生協の規模別分布

出所）大学生協連提供の統計データ（2018 年度）に基づき筆者が作成
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図 2　学びと成長事業（キャリア形成プロセス）の概念図

出所）大学生協学びと成長事業協議会
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て「生き方」と「働き方」を学生自らが決定できるように支援することである。学びと成長事

業（キャリア形成プロセス）の概念は，図 2 のようにまとめられている。この概念図は，2008

年頃にまとめられたもので，各大学生協ではこれに基づいて，事業範囲の拡大，内容の拡充，

改善を進めてきており，現在もそれは進行中である。

　本稿では，「オリジナル公務員講座」「グローバル・コミュニケーション事業」「スチューデ

ント EQ」「学び成長出発プログラム」の 4 つの取り組みを取り上げ，それがどのような事業

内容か，参加・体験した学生はどのような成長・変化を体験しているかを紹介する。

（2）オリジナル公務員講座

　学びと成長事業は，2001 年大学の要請を受けて生協自身が直接運営する「公務員講座」（公

務員試験対策講座）から始まった。その背景には当時の文部科学省（以下，文科省）の方針 2）を

受けて各大学でキャリア教育・形成支援が取り組まれるようになったことがある。キャリアセ

ンターや就職部のキャリア形成支援がキャリア教育として，正課カリキュラムの一環としてな

されるようになったのは，2000 年前後のことである。初等中等教育と高等教育とを接続する

かたちで「キャリア教育」を打ち出したのは，1999 年の中央教育審議会答申であった。中等

教育では，それまでの進路指導・職業指導をキャリア教育の観点から見直すこととなり，高等

教育では，就職指導・支援がキャリア教育・形成支援と転換することとなった（溝上，2018）。

　大学が外部業者と提携して学内で公務員講座を開設するケースもあったが，いくつかの大学

では大学生協に相談した。生協では，大学の要請内容，学生の状況，講座のカリキュラムや講

師体制，事業の見通しなどを検討し，生協が自前で運営する「オリジナル公務員講座」を立ち

上げた。

　大学生協の講座の特徴は，①講師による直接講義を学内の講義室で開催していること，これ

により学生は学外の資格スクールのように通学する必要がなく時間を有効に活用できる，②学

事や試験と両立しやすい講義日程となっていること，③ 1 次試験対策，2 次試験対策から面接

まで，講師陣が丁寧に支援していること，④試験に合格した上級生が受講生の悩みや進路に関

する相談に対応していることなど，受講生の立場に立った講義と支援の仕組みとなっているこ

とである。

　講義のみならず，学生同士の仲間づくり，励ましあい，先輩や生協職員との関わりの中で確

実に公務員試験の合格者数を伸ばし続けている。優秀で実績のある講師陣，オリジナルのテキ

ストや模試を活用するほか，合格した上級生がサポーターとなって，受講生の学習や面接対策

をアドバイスするなどの取り組みが受講生の学習を支えている（山本，2010）。

　2012 年度から「霞が関公務員業務研究セミナー」の開催を始めた。これは，9 月に 1 泊 2

日の日程で，受講生が霞が関の官庁を訪問し各官庁で働いている現役の先輩から各官庁の業務
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内容や政策，先輩の体験とアドバイスなどを聞くというもので，受講生にとっては就職後の公

務員のキャリアイメージづくりと学びのモチベーションの向上につながっている。この業務研

究セミナーには，2018 年度は全国 40 生協から 921 名の学生が参加している。

　オリジナル公務員講座は，実施する大学と受講生が年々広がり，2019 年度の受講生は 52

大学 56 キャンパスで 8,400 名となっている。2020 年卒の合格者は，国家公務員で 4,137 名，

地方公務員で 3,848 名，合計 7,985 名となっており，業界では全国トップレベルの実績であ

る 3）。

　なお，学内オリジナル講座は，公務員講座のほかに「教員採用試験対策講座」「パソコン活

用講座」「英語講座」なども同じような仕組みで開設・運営されている。

（3）グローバル・コミュニケーション事業

①異文化体験ツアー

　大学生協は，学生たちの「使える英語を身につけたい」「英語でのコミュニケーションをし

たい」という要望に応えるため，1993 年から外国語コミュニケーション事業を推進してき

た 4）。その一つである英語講座の受講生は，2019 年度には全国で 8,932 名 3）となっている。

　英語講座での学びを実践の中で生かし，まるごと海外の異文化を体験するプログラム「異文

化体験ツアー」が始まったのは，2011 年のシドニー異文化体験ツアーからである（図 3）。

図 3　「シドニー異文化体験ツアー　報告集」
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　この取り組みを始めた背景としては，2000 年代に入って産業界がグローバル人材を論じは

じめ，2010 年前後にはそれが大学の課題となり，2011 年 4 月に文科省が「産学官によるグ

ローバル人材の育成のための戦略」5）という報告書を打ち出したなど，日本の産業界や政府・

文科省でのグローバル人材育成をめぐる議論と動きがあった（吉田，2014）。

　このような動きの中で，大学生協ではグローバル・コミュニケーション事業の位置づけとめ

ざす方向性を「グローバルに協力・協同できる人材」を育てることとまとめた（学びと成長事

業協議会「グローバル・コミュニケーション事業　Plan2020」，2014）。

　異文化体験ツアーは，①現地ツアー，現地在住日本人との交流，②大学を訪問し現地の学生

と交流，③企業や保育園・病院等の訪問見学などが，日程に組み込まれており，基本的に現地

ではすべて英語でコミュニケーションをとることになっている。これらの訪問，見学，交流を

通じて，学生たちは異文化を体験し学ぶ。また，現地ではグループで行動し，自由行動日にど

こに行くかを話し合って決め，英語でコミュニケーションしながら様々な問題を自分たちで解

決していく。異文化体験のほかにグループメンバーとの議論，意見発表，相互理解，コミュニ

ケーションなど問題解決に向けた様々な体験をする。ツアーは安心・安全が求められることか

ら，すべてのコースに英語講座の講師と生協職員が同行している。同行した生協職員は，現地

で学生たちの相談にのることもあるが ，どのように解決するかは示さず，基本的には学生た

ちが考え話し合い決めるようにサポートしている。

　異文化体験ツアーは，第 1 回のシドニー・ツアーから 9 年を経て，参加した学生は，2018

年 681 名（累計で 2,345 名），シンガポール・ツアー　2018 年 14 名，メルボルン・ツアー    

165 名（2018 年より実施），フィリピン・ツアー　2018 年 29 名となっており，ツアーのプロ

グラムも参加する学生数も年々拡大している 3）。ちなみに，立命館生協も 2017 年からシド

ニー異文化体験ツアーの取り組みを始めている 6）。広島大学生協では 2016 年から英語講座と

シドニー・ツアーをセットにして学生に提案し，2019 年までに参加した学生は延べ 557 名

になった。広島大学は，この取り組みの教育的効果を評価し，シドニー・ツアー参加者に対

して単位認定するようになり，2019 年からは日本学生支援機構から奨学金が支給されるよう

になった。

　参加した学生は，「たくさんの人や文化そして価値観に触れた」「参加して感じたことは，積

極性の大事さとオーストラリアの文化の多様さだ」「自分の価値観が変わった旅行だった」「異

文化に触れることでこれからなりたい自分像を見つけることができた」「異文化の中に身を投

じ，自らの殻を破る機会として最高の場だと感じた」など，異文化や多様な価値観に触れるこ

とを通じて，自分自身の変化を実感している。また，「話し方や，聞き取れなかった時の返し

方が日に日にわかるようになった」「正確な英語表現よりも大切なコミュニケーションのカギ

を体感できた」「英語が嫌いでなくなった自分に変わっている」「英語への意欲が高まった」
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「大切なのは相手に自分が伝えたいことを必ず伝えようという強い気持ちと，相手のことを少

しでも多く知り考えようとする姿勢だと思った」など，コミュニケーションの核心と英語学習

への意欲の向上が得られたと語っている。「自分の中にある目標ができました。それは今まで

は聞いたことしかない世界で起きている問題を，現地に行って感じるということです。そのた

めにいろいろな国に行きその国その地域ごとの価値観を学びたいと思います」「ツアーに参加

して，留学よりワーキングホリデーを利用して海外に挑戦したい気持ちが強くなった」など，

今後も海外に行っていろいろな体験・チャレンジをしていきたいという抱負を語る学生もい

る。

②バレンシア国際カレッジプログラム

　グローバル・コミュニケーション事業の一つとして，海外でのインターンシップ・プログラ

ムにも取り組んでいる。

　「バレンシア国際カレッジプログラム」7）は，フロリダ州オーランドにあるバレンシア・カ

レッジで授業を受けながら，ウォルト・ディズニー・ワールド・リゾート（WDW）での実習

体験ができる約 6 か月間の留学プログラムである。バレンシア・カレッジの留学生となり，

ビジネスマネジメントコース（授業）・アカデミックトレーニングコース（オンライン学習）・

ディズニーカレジエイトコース（授業）・アカデミックトレーニングプラクティカム（インター

ンシップ実習）の 4 つのコースを履修し（各 3 単位），授業を通じてビジネスにおける考え方を

身に付ける。

　WDW では，ディズニーの講師からホスピタリティの講習を受けて，そののちそれぞれの希

望と適性に応じて様々な業務（ロール）を担当する。アトラクションの仕事では，ゲストを乗

り物へ誘導し安全確認を行う。ゲストの安全に直接関わるので，高い英語力が必要となる。オ

ペレーションの仕事では，入口ゲートやショーでゲストの誘導を行う。混雑したパークの中

で，判断力や正確なコミュニケーション能力が必要とされる。フードサービスではカウンター

やレストランでの接客を行う。朝から晩まで非常に忙しく，特にチームワークが大切な職場で

ある。グッズの販売店ではディズニーの商品説明や販売を行う。ドルでのレジ業務を正確に行

うことは非常に緊張する。衣装の仕事では，パレードやショーのキャストの衣装の管理や補修

を行う。

　このプログラムの約 6 か月間，ディズニーワールドが所有するインターンシップ生専用学

生寮で世界の様々な国からの学生とルームメートとなり共同生活を送る。皆それぞれディズ

ニーでの勤務時間が異なり生活リズムの違い，生活習慣の違いなどから，トラブルも経験する

が料理を作りあったりして多文化を体験・国際交流をすることができる。

　学生がこのプログラムに参加するためには，試験・面接をクリアしなければならない。まず
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自身の大学での専攻とバレンシア・カレッジの授業との関連性が求められる。続いてバレンシ

ア・カレッジによる英語力チェック（1 次試験）で，最低限の英語力（目安 TOEIC スコア 650 ～

700 程度）があると認められた学生が次の段階に進む。2 次試験ではアメリカから来日したディ

ズニー社の面接官が，英語で志望者の能力や適正を直接面接しチェックする。この面接に合格

して晴れてプログラムに参加する資格が得られる。

　このプログラムを実施するには，日本の大学とバレンシア・カレッジとの覚書の締結が必要

であるが，大学生協のプログラムに関する締結大学は現在 24 大学となっている。2012 年の

プログラムのスタートから 7 年経ち，参加した学生は累計 214 名となっている 3）。

　参加した学生たちがどのような体験をして何を学んだか，学生の感想をいくつか紹介す

る 8）。

　2015 年度から大学生協が WDW と提携して「ディズニー・ユース・カレッジプログラム」9）

（9 日間）をスタートさせた。これは，WDW でディズニーのホスピタリティやマネジメントを

学び，実際にキャストの体験を通じてリーダーシップやチームワークについても学ぶことがで

きるというインターンシップ・プログラムである。2019 年夏には 50 名が参加している 3）。

　海外インターンシップ・プログラムは，異文化体験にとどまらず海外の企業や諸機関の活動

や業務を知りそこで働くことへの興味・関心を持つこと，様々な国の人たちと一緒に働くこと

を通じてマネジメント，リーダーシップ，コミュニケーションなどのスキルを身につけるこ

と，セルフ・エフィカシー（「自分は達成できる」「自分には能力がある」という確信）を高めること

★ Valencia College の授業について★

　「バレンシアのクラスはデンマーク出身の人たちと一緒に受けていたのですが，日本人とは違った意

見をたくさん学ぶことができたのでとても刺激になりました。」「ビジネスの歴史，現代のビジネスで

大切な要素，その中で人はどう関わっているのか，また職場での態度，ビジネスを動かす人としてど

ういう人物であるべきか，などなど学んだことは非常に興味深いものが多かったです。」

★ Disney の授業について★

　「授業内容はディズニーの歴史からテーマパークのことを学びました。マネージャーがどのような教

えのもと動いているかなどを学んだことが印象深いです。」「状況に応じたリーダーシップのとり方，

組織をいい方向へ変えていくときにリーダーが気を付けなければならないことなど，リーダーシップ

のとり方について学びました。」

★ Walt Disney World でのインターンシップについて★

　「日本ではお客さんを待たせることは良くないこととして認識されていますが，確実に正確に行うた

めに，アメリカの文化では guest を待たせるのは日本で感じるほど悪いことではないということを学

びました。」「アトラクションのロールは，どこにいてもオンステージなのでゲストの顔がみえて，話

す機会が多い点だと思います。その分，質問やクレームも多いですが，英語を使う機会が多いことと

ゲストと触れ合える点では，自分のやりたいことができました。」
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などの学びと成長が期待されており，大学生協はこのプログラムの内容を広げていくことを計

画している。

（4）スチューデント EQ（SEQ）

① SEQ とは？ 10）

　大学生は，高校から大学へ，青年から成人（大人）への移行期であり，まさに「学びと成長」

の過程にある。「大学生活を楽しみたい」「専門的なことを知りたい，学びたい」「様々な人と

出会い体験したい」「様々な能力を身につけたい」「ストレスや対人関係に強くなりたい」など

の希望と意欲をそれぞれに持っている。一方で「自分の強みは何か」「将来，したいことがわ

図 4　SEQ の構成と，受診結果の一例

出所）　上：大学生協学生 EQ センターのパンフレットより

　　　　 下：大学生協学びと成長事業協議会　　　　　　　　

SEQ の 3 つの知性，8 つの能力，24 の素養で自分がわかる。
SEQ は，3 つの知性とこれを構成する 8 つの能力，その能力を生み出す 24 の素養で構成されます。

SEQ における 3 つの知性

スコアの変化　1

状況判断知性
相手の様子や立場を

理解し自分との関係を

客観的に

観察する能力

❸
対人関係知性

自分の考えや気持ちを
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伝え，相手に働きかける

技術

❷
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自分の心理状況を捉え，

コントロールする知性

❶

自己認識力

1. 私的自己意識

3. 抑鬱性

自己表現力

12. 情緒的表現性

13. ノンバーバル・スキル

アサーション

14. 自主独立性

16. 自己主張性

15. 柔軟性

対人関係力

17. 対人問題解決力 18. 人間関係度

2. 社会的自己意識

4. 特性不安

ストレス共生

5. 自己コントロール

7. 精神安定性

気力創出力

8. セルフ・エフィカシー

10. 気力充実度

9. 達成動機

11. 楽観性

対人受容力

19. オープンネス

21. 状況モニタリング

20. 情緒的感受性

共感力

22. 感情的温かさ

24. 共感的理解

23. 感情的被影響性

6. ストレス対処
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からない」「自分自身に自信が持てない」などの悩みや不安も抱えている。学生の自己理解を

支援するための自己分析ツールとして 2001 年に開発されたのが，スチューデント EQ（SEQ）

である。

　SEQ は，EQ 理論の提唱者であるピーター・サロベイ博士とジョン・メイヤー博士 11）の監

修を受けた日本で唯一の学生対象の行動特性検査で，大学生協オリジナルのアセスメントツー

ルである。人は普段，無意識に自分と相手の気持ちを感じたり，気持ちを切り替えたりしてい

る。そうして自分をコントロールし，周囲との関係を作りながら社会生活を送っている。その

時に働いている感情をコントロールする能力が，「EQ（感情能力）」である。SEQ では，EQ 理

論に基づいて受診者の行動傾向を「3 つの知性」「8 つの能力」「24 の素養」に分けて診断する

（図 4）。EQ という能力は主に対人場面で発揮される能力で，「自己の側面」「他者に働きかけ

る側面」「他者の情動を把握し，その場の状況を把握する側面」の 3 つの面からとらえ，その

傾向や特徴を把握していく。自分がとりがちな行動の特徴がわかるので，「なりたい姿」に近

づくためにはどこをどう変えればいいのかを発見する手がかりとなる。また，変わりにくい性

格ではなく，意識すれば変えることができる行動を測るため，自分自身の行動の変化（成長）

を容易につかむことができ，継続的に自己認識や対人関係に関わる能力と素養の開発に活用で

きる。

　SEQ を受診すると，受診者には，結果を出力した「アセスメントシート」と「ハンドブッ

ク＆ワークシート」が渡される。大学の講義やゼミ，オリエンテーションなど，グループで受

診した場合は解説セミナーを実施している。解説セミナーでは，一定の研修を経て認定を受け

た「SEQ アドバイザー」（生協職員）から，受診者が的確に診断結果を理解し，よりスムーズ

に自分の行動を見直すことができるように解説やアドバイスを行う。

② SEQ の活用

　SEQ は，2001 年の開始以降，現在まで累計で 25 万人の学生が受診し，近年では毎年 2 万

人以上が受診するまでに広がっている 3）。初年次教育，外部実習の事前事後指導，就職活動な

ど，正課・正課外を問わず，学生の学びと成長に関わる様々な場面で，学生の自己理解を促

し，成長を促進するツールとして活用されている。

　大学での活用事例をいくつか紹介する。静岡大学では，工学部 1 年生の実習で学生の成長

を測定するツールとして導入した。講義を振り返り，自分自身の行動に気づき，今後の自分の

成長ポイントを見つけることを通して，「技術者に必要な組織としての力とチームの中で自己

を実現する能力を体得する」という講義の目標達成に SEQ が活用されている（2017 年は 517

名が申し込み，2 回受診）12）。名古屋工業大学では，大学生活キャリアサポートパックとして 1

年次に 2 回，2 〜 4 年次に 3 回，大学院進学時に 1 回の合計 6 回の受診を実施。自分の強み・
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課題を言語化し，立てた目標に対する振り返りや 2 年次の目標設定，さらにインターンシッ

プ前後で受診して自分の成長を意識化・言語化している（2017 年は 203 名が申し込み）。梅光学

院大学では，学生のサポーター養成を目的に毎年大学が 100 件を買い取っている。長野県立

大学では，大学寮の寮生に受診させ，寮生活を通じて学生の対人関係，自己開示，コミュニ

ケーション力などがどのように変化・成長を可視化し，それによって学生たちの自己肯定感の

向上や大学の授業へのモチベーション向上につなげている。

　学びと成長事業では，オリジナル公務員講座の受講生が受診して勉強の計画づくりやモチ

ベーション向上，面接対策準備として自分の行動特性を把握するなどの目的で活用する事例，

また異文化体験ツアーの参加者がツアーの出発前と帰国後に 2 回受診して，対人関係や状況

理解，自己開示などの成長を確認し，自分自身への自信を高め次の目標設定につなげるなどの

活用事例がある。2018 年度の活動場面とその受信件数は，表 1 のとおりである。

③ SEQ のサポート体制

　SEQ は，大学生協オリジナルの検査項目，アセスメントシートなどの開発とともに，その

結果を受診者にフィードバックし，活用を支援する体制も独自に作ってきた点が大きな特徴で

ある。

　EQGA（EQ グローバル・アライアンス）公認の資格者 13）を持つ生協役職員は，EQ トレー

ナー（解説セミナーの設計やプロファイリングが可能）が 103 人，EQ プロファイラー（プロファイ

リングが可能）が 23 人となっている。また，大学生協が独自に認定する資格者として，SEQ

表 1　SEQ の活動場面（2018 年）

＊ 1　VNS（ビジョン・ナビ・セミナー）

＊ 2　学生が大学生協のスタッフとして活動する際の研修

活用場面 受診件数 構成比（%）

公務員講座 6,681 33.1

新入生・VNS ＊1 4,383 21.7

学生研修
＊2 2,425 12.0

正課授業 1,776 8.8

その他 1,402 6.9

体験講座 728 3.6

体験ツアー 625 3.1

英語講座 605 3.0

教員講座 571 2.8

生協職員研修 545 2.7

就活・インターンシップ 178 0.9

PC 講座 131 0.6

留学・語学研修 126 0.6

合　　計 20,176 100.0
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アドバイザー（解説セミナーが運営できる，主に生協職員）が 390 人，SEQ 学生サポーター（生協

職員が行う解説セミナーをサポートする）が 288 人いる 3）。全国の大学生協で SEQ が実施できる

ように，いずれの資格者も年々増加しており推進体制の強化が図られている。

　SEQ を受診した学生たちは，次のような感想を語っている 14）。

（5）学び成長出発（まなたび）プログラム

① 4 年間の成長支援プログラム

　オリジナル公務員講座から始まった学びと成長事業の経験と実績を生かし，各種講座事業，

グローバル・コミュニケーション事業，SEQ などの内容を体系的に統合して，入学してから

卒業・社会人になるまでの 4 年間を通して学生の学びと成長を支援しようと，2011 年大学生

協は新たなサポートプログラムを立ち上げた。それが「学び成長出発（まなたび）プログラム」

である。

　大学生協は以前から，新入生にむけては，大学生活ガイダンス，仲間づくりのための企画，

PC 講座，食生活ガイドなどの大学生活や勉学の入門的な情報提供と支援事業を行っていた。

在学生には，公務員講座，英語講座，異文化体験ツアーや，SEQ の受診を通じて，学びと成

長を支援する事業や活動を進めてきた。就職に向けては，社会人マナー講座，就業体験などの

取り組みを行ってきた。これらの事業や取り組みを，大学の 4 年間を通した連続的・継続的

なプログラムとして編成し，生協職員だけでなく上級生の参加・協力を得ながら，学生自身の

主体的な取り組みとして進めていくプログラムである。

★シドニー異文化体験ツアー参加者

　（ツアーに参加して）最も変化，成長がみられたのはセルフ・エフィカシーでした。シドニーツアー

では携帯等の電子機器を使わず，自力で目的地を目指さなければならないため，滞在中は様々な場面

で現地の人と英語で話す機会がありました。文法もメチャクチャな拙い英語でも伝わった，というの

が大きな自信となり，途中からは自分から積極的に話せるようになりました。この経験が，英語に限

らず，今自分が人前で自信を持って話す原動力になっているのではないかと思います。

★就職活動に向けて 2 回受診

　就職活動の時，「私はどんな人間だろう？」と思ったのが受診のきっかけです。1 回目の受診では，

自信のないところはそのまま数値に出た上，自分の思っていることと違う結果もあり，自分を見つめ

直すのにとても役立ちました。生協職員による SEQ の解説で，弱みの改善方法を具体的に考えるこ

とができ，マイナスな口癖を抑える等，今まで無意識だったことに目を向け行動しました。2 回目の

受診では，少しですが行動量の数値があがり，強みの向上も含め，継続して努力しようと思えました。

SEQ を通じて得たこの「自分を変えることができる」という喜びは社会人になった今でも，自己成長

のための活力となっています。
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　「挨拶する」「人と話す・つき合う」「3 食バランスよく食べる」「新聞を読む」などの生活基

礎力の講座から始まって，ゴールはノウハウだけに頼る就職活動ではなく，早くから「仕事・

働くこと・職場」というものを理解し，学び・体験すること（インターンシップ）を通じて，自

信をもって就職しあるいは社会人になっていくことを目指そう，というものである。2011 年

に下関市立大学生協がモデルとして取り組みを開始した。

　このプログラムの内容（構成）は，図 5 のようになっている。まず 1 年生はスタートプログ

ラムとしてバーベキューを行う。これは入学した当初はなかなか友達を作るのが難しく独り

ぼっちになりやすい学生も少なくない。できるだけ早い時期に仲間を作ろうということを目的

に開催している。この仲間づくりの企画から始まり，SEQ の受診で自己の行動特性を把握し

改善目標を設定する。次に生活基礎力講座で人との付き合い方や生活マナー，生活をめぐるリ

スクとそれへの対応などを学ぶ。2，3 年生では就業体験や社会人基礎講座でのビジネスマ

ナー，時間管理などを学ぶ。1 年ごとに SEQ を受診して，自己の変化と成長を確認する。「生

活ポートフォリオ
®
」15）に「自分の強み・課題」「夢・やりたいこと」「成長の軌跡」「1 年間

の成長ストーリー」を書き込み記録していく。プログラムの集大成として，1 年間を振り返っ

て自分が向き合った課題とチャレンジしたことを自分のストーリーとしてまとめ，それをポー

トフォリオ発表会で発表する。発表会は，自分の成長を確認し，達成感や次へのチャレンジの

気持ちを高める場になっている。先輩サポーターはプログラムの企画から運営まで参加し，時

には挫折しそうになったり悩んだりする後輩（受講生）の相談や助言を行うなど，このプログ

図 5　学び成長出発プログラムの構成

出所）大学生協学びと成長事業協議会「学び成長出発のご報告　2014」
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ラムでの重要な役割を担っている。

　学び成長出発プログラムの卒業生は，このプログラムでの経験を次のように語っている。

②新たな事業への挑戦

　大学生協にとって，学び成長出発プログラムは新たな事業へのチャレンジである。

　このプログラムを先行実施した下関市立大学生協の西田雅弘理事長は，始めた時の決断と大

学生協の役割，この事業の可能性について次のように書いている。「事業開始早々，キャリア

教育に力を入れている大学法人から「競合し挑戦的だ」と指摘を受けました。大学法人に対応

しつつ，「大学にできなくて生協にできることは何か」と反芻することによって，生協活動の

本質についてより深く考える契機になりました。大学は高等教育機関です。生協は教育機関で

はありません。大学生協には大学とは異なる固有の機能があります。この機能を起動させ展開

させるカギは「生活力」です。人間は，生命体として身体的生活力，知性体として精神的生活

力，社会人として経済的生活力を必要としています。年に一度の健康診断，毎日の三度の食

事，教科教育のみならず，自分の信念，主張，気概，夢に関わる生きる哲学，無償の就業体験

に加えて，労働に応じた報酬の獲得。「大学にできなくて生協にできること」の沃野は，思い

の外，豊かで広いはずです。」18）

　専務理事の中井は「事業運営する立場の私達は，「はじめから良さがわかっているもの」に

目が行きがちです。そのほうが早く成果を生み出せると考えます。一方で，なんとなく良さそ

　社会人になって 4 年になりました。政府系の金融機関で融資の審査をしています。4 年目にもかか

わらず責任ある仕事を任されています。その分，仕事は辛いです。繁忙期を迎えたこともあり，仕事

量が非常に多く，忙しい毎日を送っています。金額のミスなど絶対に許されないため，業務時間中は

全神経を集中させています。社会の中で頑張れているのは，まなたび（学び成長出発プログラム）で

の経験が大きいです。特に 2 年生のときに経験した就業体験では，小売業の店舗に行きました。お客

様とのやり取りや店舗スタッフとのコミュニケーションなど多くのことを学びました。辛いながらも

それを乗り越えたという経験が自信になりました。あのとき乗り越えたし，いまもきっと乗り越えら

れると思い仕事をしています 16）。

　入学当初の私は，周りからの目を気にして人前で自分の考えを話すことが苦手でした。しかし，仲

間がしっかりと自分の話に耳を傾けてくれる環境のまなたびで，少しずつ発言する機会が増え，周囲

に自分の考えを共有できるようになり，3 年生では責任のあるリーダーを任され，先頭に立ちまなたび

を引っ張りました。この「成長」は，留学の場でも活かされ，世界各国から来た仲間と絆を深めるこ

とができました。また，私は，まなたびを通じて最高の仲間と出会えました。講座の中だけの関係で

はなく，学業や就職活動と何でも相談し合える先輩や同級生に巡り会え，彼らに相談することでいつ

も安心することができました。社会人として新しいフィールドに挑みますが，まなたびで得た「経験」

と「出会い」を忘れずに頑張ります 17）。



66 立命館経営学（第 58 巻　第 6 号）

うな感じがするがよくわからないことについては，手を出しづらく，簡単に成果を生み出され

るかもどうかわかりません。しかしすでに良さがわかっているものは他の人達もわかっている

ことです。そこにはすでに競争があり薄利多売の勝負です。根本的に事業を見直す（イノベー

ション）場合は，まだ「まわりが明確に気づいていない良さ」に目を向ける必要があると感じ

ています」とこの事業を始めたときの決意（覚悟）を述べている（中井，2014）。

　学び成長出発プログラムがスタートして 8 年目をむかえ，下関市立大生協の取り組み内容，

経験やノウハウに学び，大阪府立大学生協，島根大学生協，弘前大学生協，梅光学院大学生

協，山口大学生協など，年々取り組む生協が増えている。

3．大学生協の特質を発揮した学びと成長事業

　前項で，学びと成長事業の 4 つの取り組みを紹介してきた。この項では，運営主体である

大学生協が生活協同組合という特質をこの事業の中でどのように発揮しているか，4 つの視点

（学生の主体的参加，生協職員の役割，大学生協間の連帯，協同の価値創造）から考察する。

（1）学生の主体的参加

　大学生協は，戦後各地の大学に創設された時から，学生が作り運営してきた歴史と伝統があ

る。現在，学生委員として大学生協の活動に自主的に参加している学生は，全国で約 12,000

人を数える 19）。学生委員の他に，ほぼ同程度の人数の学生が，新学期の時期に新入生を迎え

る生協の様々な取り組みにサポーター（ボランティア）として関わっている。

　学びと成長事業の一番の特徴は，こうした学生の主体的な参加によって進められていること

である 20）。各種講座での受講生への指導，支援，相談活動を行ったり，自らの参加体験を仲

間や後輩に伝え参加を呼び掛けたりしている。この事業は無形サービス財としての特性が強く

表われているので，食堂の食事，書籍，パソコンなどのように提供する商品の形が初めから見

え，その価格と価値の値ごろ感が確認できるものではない。それゆえに，利用体験した上級生

からの直接的な「生の」お薦めの言葉は，新入生やその父母，下級生には相当の信頼をもって

受け止められている。また，自らの参加体験を踏まえ講座や企画の次回・次年度に向けて改善

提案も行う。このような上級生の活動を見て，受講生（後輩）の中から次は自分もサポーター

となって参加したいという学生が出てくるというサイクルが生まれている。

　学びと成長事業では，その事業の立ち上げ時から推進体制の一つとして学生委員の参加を不

可欠の課題と位置付けている。学び成長出発プログラムを先行して立ち上げた下関市立大学生

協の専務理事中井（2014）は「（立ち上げ時に）重要なことはこのプログラムの大きな役割を果

たす先輩サポーター組織をつくることでした。構想では，最初から先輩サポーターは受講生か

ら募ることを考えていましたが，初年度はまだ受講生がいないことから，生協理事，学生委員
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会出身（上級生）から中心メンバーを募りました。彼らはこのプログラムの目的をある程度理

解していたこともありますが，プログラムが受講生に寄り添う内容であることから，学生委員

会の経験が活きるのではないかと考えたからです。学生委員を対象にした模擬講座も経て，多

くのサポーター希望者が集まってくれました」と述べている。

　大学では，上級生が下級生・新入生を教える，支援するという異学年交流としてのピアサ

ポート・システムが，教育や就職活動，キャリア形成，学生相談などで取り入れられ始めてい

る。ピアサポートは，①学生同士の関係が気軽であること，②影響力が大きいこと，③支援す

る側と支援される側双方の成長が期待できること，という利点を持っており，教職員の個別相

談以上の効果を持っている（溝上，2011）。学びと成長事業で上級生が下級生の指導，支援，相

談を行う仕組みは，まさにこのピアサポート・システムである。

（2）生協職員の役割

　学びと成長事業の中で生協職員が果たしている役割，学生への関わり方にも大学生協の特性

が発揮されている。第一に，受講している学生にとっては，生協職員は最も身近で話しやすい

相談相手になっている。学生は一人ひとりがやりたいこと，悩み，得手・不得手が異なるし，

学びの内容や成長の過程・スピードも異なる。異文化体験ツアーや学び成長出発プログラムで

は，生協職員は学生一人ひとりの体験・成長を周りから見守り，必要に応じて相談やアドバイ

スを行っている。生協職員は，日ごろから学内の店舗や食堂で学生たちと顔を合わせ，声をか

けている関係にあることから，大学の教職員や他の学内業者とは違った親近感・親密感を持た

れている 21）。生協職員も，単に利用者と店の職員という関係ではなく，いわば学生の親に代

わって「親の気持ち」で接している。

　第二には，この事業に求められる専門的な知識と資格の取得に力を入れていることである。

この事業は学生の学びと成長に関わるという点で，食堂事業や店舗事業とは全く違う学修支援

に関わる専門的知識やノウハウが求められる。グローバル・コミュニケーション事業，異文化

体験ツアーでは英語の会話力の取得を，SEQ では EQ トレーナーや EQ プロファイラーなど

の資格取得を，学生の相談や成長支援に関わってキャリア・コンサルタントの資格取得を進め

ている。事業に必要な知識と資格の習得に取り組む中で，担当職員もまた学生とともに学び成

長している。

　第三には，生協職員が自らの働き方の見直し，改革に取り組んでいることである。大学生協

は，大学の中で事業を行っていること，大学の規模の制約があることから，事業規模は決して

大きいとは言えない（Ⅲ－ 1. 大学生協の概要　参照）。このため専任の担当者を配置できる生協

は限られている。むしろ店舗や本部業務などの担当業務を兼務している生協職員も少なくな

い。また正規職員（フルタイマー）だけでなく，パート職員がこの事業の担当者になっている
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生協もある。この業務は食堂や店舗のように，業務が定時の時間帯に行われるとは限らない。

平日の夕方や土日に講座が開設される場合や，学外や海外に学生に同行して出張する場合もあ

る。こうした様々な条件の下で，担当者としての役割を果たしていくためには働き方の見直

し，改革が避けて通れない課題となっている。生協職員は，この事業を通じて学生たちの成長

をともに喜び，働き甲斐を感じるとともに，職場の理解と協力，後述する事業連帯組織の支援

も得ながら，自分の役割を果たすために働き方の見直し，改革にも取り組んでいる。

（3）大学生協間の連帯（学び合いと協同）

　3 つ目の特質として，大学生協間の連帯活動が挙げられる。大学生協がここまで広がり発展

してきた要因の一つに，大学生協どうしの事業面での共同と活動の学び合い（大学生協では，こ

れらの活動を「連帯活動」と呼んでいる 22））を大切にしてきたことがある。個々の大学生協は独

立した生協法人だが，大学の規模（特に学生数）と大学の枠（塀）という制約があるため，単独

では十分なサービスの提供が難しい場合も少なくない。この制約を乗り越えるために，「集ま

れば大きな力になる」という協同組合精神の下，連帯活動を重視し取り組んできた。

　本事業は，前述のようにいくつかの大学生協での先行的な取り組みから始まった。そうした

先行生協の事例や先進的な活動事例をセミナーや交流会で学び合ったり，見学に行って学んだ

りし，それを持ち帰って，最初はその型をマネながら取り組みを始める。何年か取り組んでい

る中で，学生と生協職員が話し合って，自分たちの生協での工夫や改善を加えていく。これが

さらに全国の大学生協に広がっていく，という好循環の「しくみ」が大学生協の中には伝統的

に存在している。先行事例の中にある生協の特性や学生の評価という本質的な価値の発見，気

づきが学びの原点になっている。自らの経験（ノウハウ）は，成功も失敗も隠さずすべて他の

生協に開示していくという，民間の事業者では考えられない大学生協特有のオープンな風土が

ある。

　連帯活動のもう一つの重要な要素は，全国どこの大学生協においても学生がこの事業を利用

できるように，また大学生協の規模に関わらず学生が同じレベルの事業サービスを受けられる

ように，事業面での支援組織（大学生協事業連合）を創設し，会員生協への様々な支援を行なっ

ていることである。

　日本の大学生協は学生，教職員による生活協同の組織として全国 200 余りの大学に存在し

その事業高は年間 1,800 億円を超えている。世界を見渡してみても日本の大学生協のように全

国レベルでの事業連帯活動を行なっている組織は見当たらない。この事業連帯活動によって大

学生協は日本の高等教育全体の質的向上に貢献する事業を各大学で展開している。



69大学生協の「学びと成長」を支援する事業の特徴と課題（小塚）

（4）協同の価値創造

　特質の 4 つ目は，この事業の持つ価値である。この事業は学生の入学から卒業までの学び

と成長に関わるという点で，食堂や店舗事業とは別の意味で事業の継続性と提供するサービス

内容の責任が伴う。またこの事業は食堂の食事，書籍やパソコンなどの商品（有形財）のよう

に形が初めから見え，その価格と価値の値ごろ感がすぐには確認できるものではない。これか

ら参加・利用しようという学生（および費用を負担している親）にどのように各種講座や体験ツ

アーの価値を伝えていくか，参加した学生には価値をいかに保証するか，ということが生協に

求められる。

　大学生協はこの事業を進めるにあたって，単に各種講座の他業者への斡旋や業務委託，異文

化体感ツアーの受付業務や斡旋ではなく，大学生協が自ら企画やプログラムを立案し，講座の

講師の確保やテキストの作成，体験ツアーの現地訪問先の調査・打合せ，SEQ や「生活ポー

トフォリオ
®
」などのオリジナルツールの開発などを行い，基本的に自前で，つまり事業の運

営主体として進めてきている。それぞれの事業は専門的な知識やノウハウが求められることか

ら，外部の様々な事業会社や専門家とのパートナーシップ・協力関係も丁寧に構築している。

　「Ⅲ－ 2. 学びと成長事業」では，個々の事業サービスの利用価格は明示していないが，それ

ぞれかかる費用や原価と合わせ，事業の継続性も考慮した利用価格を設定している。その価値

をどのように評価するかは，この事業の意義と可能性を考えるうえで，重要なポイントであ

る。

　これについて，学び成長出発プログラムの立ち上げた中井は，「（このプログラム）の価値は

人や立場によって様々で簡単にあらわすのは難しいが，この事業に関わっている上級生サポー

ター，地域や企業の人たち 23）は，それぞれの立場や関り方の中で，なんとなくこの事業の良

さを感じてくれているのではないか」と語る（中井，2014）。

　公務員講座やパソコン講座などの役務の中身（価値）は，優秀な講師とテキスト，そして専

属スタッフの丁寧なサポートだったが，この学び成長出発プログラムには優秀な講師やテキス

トはほとんどない。そのかわりに学び合いの場の空間を設計するファシリテーターや体験の場

の提供やフィードバックをしてくれる大人たち，「受講生の心に灯をつける」先輩サポーター

がいる。受講生は，「教えてくれる優秀な講師やスタッフがいなくても「場の設計」で自分に

とって学べることがたくさんあった」とこのプログラムの価値を感じている。学びは日々の暮

らしの中に存在し，それを気づかせてくれる場を設計して提供しているのがこのプログラムの

学びのスタイルであり，「協同組合らしい学びのスタイル」が生まれている（中井，2014）。

　中井は学び成長出発プログラムの価値について語っているが，筆者はこの価値や「協同組合

らしい学びのスタイル」は学びと成長事業全体に当てはまるのではないかと考えている。学び

と成長事業を「生協＝サービスの提供者，学生＝サービスの利用者」という関係ではなく，
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「場の提供」ととらえその「場」の利用者は学生だけでなく，上級生サポーターをはじめ，生

協職員，事業の協力者（講座の講師，海外での留学先やインターンシップ受入先，地域の協力団体や事

業者など），大学の関係者など，この事業に関わる全ての人々が「場」を通じて学び合い，「場」

の価値創造に参加していると捉えることができるのではないか。大学生協が，「生活の協同組

織」であるとともに大学における「知（学び）の協同組織」でもあるという特質が，この事業

で発揮されている。

Ⅳ　学びと成長事業の評価

　次に，学生の学びと成長のプロセスと大学の教育機能の関係から，この事業の評価について

考察する。

1．学生の学びと成長のプロセス　―体験・自己発見・達成感・チャレンジ

　大学生活と大学における学びを，「学校から仕事・社会へのトランジション（移行）」という

視点からまず考えてみる。

　溝上は，「学校教育の目的は，職業人養成だけではなく，新しい生活・人生・社会を力強く

過ごし創り出していける大人・社会人へと育てることにもある。その意味で，学校からのトラ

ンジションは，仕事だけでなく，大人・社会人としての確立にまで及ぶものである。学校教育

の社会的機能の見直しは，「学校から仕事・社会へのトランジション」課題への取り組みとし

て理解されるものである」と述べ，学生にとって大学での学びは職業生活への移行期であると

ともに発達的，社会的な面で成人期に移行する時期でもあるととらえることが必要で，広く生

活や人生，社会との関わりで学校教育の社会的機能を見直していくことが求められていると指

摘している 24）。

　また溝上（2018）は，「将来の見通し（future life）」と「日常の生活（daily life）」という「二

つのライフ」について，「見通しがあるか，見通しがないか」「理解し実行しているか，理解し

ているが不実行か」を学生に質問し，その組み合わせで 4 つの類型に分けた。図 6 がその結

果である。「将来の見通しがあり，理解実行している」学生は，「見通しなし」の学生に比べ

て，明らかに 2 つの学習意欲（自分は学習意欲が高い，自分は積極的に勉強している）の得点が高

い。つまり「学び成長する学生のキャリア意識は高い」と結論付けている。そして，「学校か

ら社会へのトランジション，あるいはライフキャリア（生き方）までにらんだキャリア教育が

なおいっそう求められる。」「将来の見通しを持つだけでなく，その見通しを実現すべく，日常

生活の中で何に取り組めばいいかまでを考えさせるキャリア教育にもしていく必要がある。…

自らのキャリアの実現のために，授業内外でどのように学び成長しているかを可視化させたり
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考えさせたりするのも，キャリア教育の役割の 1 つだ」と述べている。

　大学生協が進めている学びと成長事業は，「明るく元気でたくましく生きる大学生を一人で

も多く社会に送り出す」ことをめざす新たな取り組みであり，これは溝上のいう「学校から仕

事・社会へのトランジション」への支援の取り組みに相当する。

　学びと成長事業では，①独自のプログラムとオリジナルテキストの開発（講座事業），②オリ

ジナルのツールの開発（SEQ，「生活ポートフォリオ ®」など），③学生一人ひとりの主体性を尊重

するとともに，上級生，生協職員や講師などの指導，支援，相談体制，などのサポートの仕組

みを作っている。こうしたプログラムによって，受講生に様々な体験の場を提供し，気づきや

学びを得ることができるように支援している。自己の成長や変化を把握するツール（SEQ の診

断）を通じて，体験と気づきを「生活ポートフォリオ
®
」に記録し，それを振り返ることに

よって学生は成長する喜びを実感する。そして次の自分自身のチャレンジ目標を設定してい

く。学びと成長事業は，4 年間の学生生活の中で「体験⇒自己発見⇒達成感⇒チャレンジ」を

繰り返すプログラムとして構成されている。溝上のいう日常生活の中で「何に取り組めばいい

かまでを考える」ことへの支援，「どのように学び成長しているかを可視化したり考える」た

めのツールの活用が，学びと成長事業の中で進められている。

2．生協の教育的機能への大学からの期待

　大学の教育機能との関係では，大学生協の取り組みは学生の正課外の活動に当たる。正課外

の活動が広い意味で学生への教育的効果をもつこと，社会人・職業人に求められる実践的能力

を育むうえで正課外の活動経験が重要であることが，近年研究者から指摘されるようになって

きた。

　前田（2015）は，他者と協同する能力やリーダーシップの発揮などの実践的能力が，学生が

初職を獲得する大きな要因となっていること，それが教室外での諸体験によって獲得されるこ

図 6　二つのライフ別に見た大学生の学習意欲

出所）溝上（2018）『大学生白書 2018』
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とを学生の調査によって明らかにしたうえで，「大学においても正課外も含めた総合的な学習

を再評価すべきであると考える。机上で学ぶ学習のみではなく，サークル活動やボランティア

経験，アルバイト，学生自身が主体となって参加するボランティア活動など，他者との協働性

を含む学習を積極的に評価し，正課授業の中にも PBL（Problem Baced Learning）のような実

践的能力を涵養するプログラムを推進することがこれからの大学に求められよう」と述べてい

る。

　学びと成長事業は，スタートしてまだ 20 年しか経っていないこと，実施している大学生協

がまだ多くはないことから，大学の運営者や教職員にまだ広く認知されているとはいいがた

い。しかし，その事業内容や参加した学生の成長と感想などを実際に見て，効果や成果を確認

した大学関係者からは，大きな期待の声が寄せられている。

　例えば，本間（2017）は大学生協が学生の学びと成長に積極的に関わっていくべきだと，以

下のように述べている。「筆者は，生協が単なる物品の共同購入による生活支援を目的とした

組織から大学キャンパスに拠点を置き，教職員だけでなく学生との共同組織であるという極め

てユニークな特徴を持っていることから，大学のパートナーとして物品やサービスの提供だけ

でなく，学生の学びと成長に積極的に関わっていくべきだと考えるようになった。」「生協は大

学の課題や学生実態，ニーズを熟知しうる立場にあるので，学外の企業よりもよりきめ細かな

サービス，学生の求める商品やサービスを提供できる可能性がある。…公務員試験合格を目指

す講座の開設，外国語能力や専門知識の獲得を目指すテーマのある旅，体系的な就業体験と海

外大学での単位取得を目指すディズニー留学等がそれである。」「大学側も，生協を対等なパー

トナーとして認知し，定期的な情報・意見交換の場を設け，上記の分野を中心に連携・協力す

る必要がある。大学ができること，しなくてはならないこと，大学しかできないこと，生協が

できること，生協のほうがより効率的・効果的にできることを相互に仕分け，確認し，適切に

役割を分担し，WIN－WIN の関係を構築することだ」と大学生協の特質を理解したうえで，

大学生協が学生の学びと成長に積極的に関わっていくべきだとし，大学側も生協を対等なパー

トナーとして認知し，連携・協力する必要があると協力関係を構築していくことを提起してい

る。

　このように学びと成長事業は，これからの大学における大学生協の新たな役割として真正面

から取り組むことが期待されるようになってきた。

Ⅴ　まとめと今後の課題

　本稿では，大学生協が実施している学生の学びと成長を支援する事業を取り上げ，参加利用

した学生の報告や感想から，自分自身の成長や変化を実感し社会に出ていく上での目標づくり
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につながっていることを明らかにした。そして，学生の主体的参加，生協職員の役割，大学生

協間の連帯，協同の価値創造という 4 つの視点から，生活協同組合の特質がこの事業の中で

発揮されていることをまとめた。この事業は学生の「学校から仕事・社会へのトランジショ

ン」を支援する事業と位置付けることができ， 大学の教育機能との関係では正課外や生活場面

での学生の学びの支援として期待が寄せられていることを述べた。

　最後に， 学生たちの学びたい成長したいという要望に応え，大学における生協に期待される

役割を果たしていくため，大学生協の今後の課題について提起する。

　第一は，大学との協力関係づくり，連携の強化である。文科省は 2018 年 11 月にこれから

の高等教育改革の指針として「2040 年に向けた高等教育のグランドデザイン」25）（以下，グラ

ンドデザイン）を公表した。これには「学修者本位の教育への転換」が掲げられ，入学から修

了時までの学修者の「伸び」，さらに卒業後の成長をも意識した質の向上を図っていく必要が

あるとしている。教育改革に向けては各大学の実情に合わせて方針を構築し，創意工夫を行っ

て取り組みを進めていくことを提起している。「学修者本位の教育」は広く正課外の学びも視

野に入れて進められることが考えられる。大学が進める「学修者本位の教育」との関係で大学

生協の学びと成長事業がどのように位置づけられるか，大学生協が教育改革にどのように貢献

できるのか，学長をはじめとする大学関係者との情報・意見交換の場を設け，協力関係づくり

や連携の強化を進めていくことが求められる。大学生協からは，民間事業者とは違う大学生協

の特質，事業を利用した学生の変化と成長などを丁寧に説明することが重要である。

　第二は，学生の学びと成長のプロセスと効果の検証・研究である。「グランドデザイン」で

は教育の中身や方法だけでなく，それによって学生が成長したかどうか，学修成果を可視化す

ること，調査・評価する取り組みを進めていくことを提起している。学びと成長事業に参加し

体験した学生からはそれぞれの学び，成長，意欲の向上などの評価や感想を得ているが，どの

ように効果をもたらしているか実証的な調査研究はまだ行われていない。大学の学部特性，学

科特性，学内外の生活と行動，住環境などの特性もファクターに入れた適切で効果的な学修支

援方法を追求していくことが求められる。今後は，大学の研究者との連携および協力関係をつ

くり，学びと成長事業が学生の学び（学修）にどのような成果をもたらしているかについて検

証・研究を進めて，効果を確認するとともにツールや方法の改善につなげていくことも重要な

課題である。

　第三は，この事業を担う生協職員への支援体制の強化である。「Ⅲ－ 3. 大学生協の特質を発

揮した学びと成長事業」で挙げた学びと成長事業における 4 つの特質の中でも，生協職員の

役割は学生への影響の面からも専門性の確保という面からも，最も重要な要素だと考える。各

種プログラムに参加している学生への支援と励まし，悩みの相談，成長したことのフィード

バックなどの場面で，生協職員が元気で生き生きと学生に接していることが，学生たちへの大
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きな励ましとなっている。大学生協の事業規模，組織体制から，実際にはどうしても担当職員

の負担が大きくならざるを得ない。そのような中で，常に自分がやっていることを上司である

店長や専務理事が認めてくれている，資格取得や勉強のための時間の確保などの支援が得られ

る，困ったときにはいつでも相談にのってくれる仲間がいるなど，担当の職員に対するエンパ

ワーメントを強化する（専門性と働き甲斐を高める）ことを，生協の組織体制とマネジメントの

中で確立していくことが大事な課題となる。

　学びと成長事業では，学生たちに「一歩踏み出す勇気」を持つことが大事だと励ましてい

る。大学生協と生協職員も学生と同じように「一歩踏み出す勇気」を持って，日本の高等教育

の質的向上に貢献する新たな事業を広げていくことが求められている。
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19） 学生委員とは，生協組合員の意見要望を聴いたり，生協や生活に関わる諸問題に取り組んだり，新入

生の歓迎行事に取り組んだり，生協の諸活動に自主的に参加している学生のことを言う。生協理事会

の補助執行機関である学生委員会に所属する。「2017 年度 学生委員会実態調査」（大学生協連実施）
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のデータによれば，学生委員の人数は 11,902 人。内訳は，1 年生 5,317 人，2 年生 3,343 人，3 年生 
2,412 人，4 年生以上 720 人。

20） 全国大学生協連の HP　https://www.univcoop.or.jp/activity/action/wa-ct04-01.html　（2019 年 12 月

3 日閲覧）

21） 学生組合員と生協職員の関係をよく表しているものが『生協の白石さん』（白石，2005）である。生

協店舗への「一言カード」を介した学生と生協職員白石さんとの軽妙なやり取りの中に，学生への気

遣い，思いやりがうかがえる。

22） 大学生協で「連帯活動」という言葉は，戦後大学生協が各地に誕生し，1947 年に全国学校協同組合連

合会（現在の大学生協連の前身）が創立された時から使われていた。『大学生協の歩み』（1975）参照。

23） 学び成長出発プログラムでは，2 年次から「社会を知る」をテーマに様々な社会体験・就業体験のプ

ログラムが組まれている。このプログラムの実施には，地域の企業や団体にその趣旨を理解してもら

い学生の受入の協力をしてもらっている。

24） 溝上慎一の HP　「（理論）学校から仕事・社会へのトランジションとは」

 http://smizok.net/education/subpages/a00022(transition).html　（2019 年 12 月 3 日閲覧）

25） 「2040 年に向けた高等教育のグランドデザイン（答申）」中央教育審議会

 https://www.mext.go.jp/component-b_menu/shingi/toushin/_icsFiles/afieldfile/2018/12/20/1411360_ 
1_1_1.pdf　（2019 年 12 月 3 日閲覧）
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Characteristics and issues of “Manabi to Seicho” project 
by the Japanese university cooperatives

Kazuyuki Kozuka ＊

Abstract

　Having entered into the 21st century, the Japanese university coops have worked on to 

support each student’s learning and career development in response to changes in the 

environment surrounding university education and employment for university graduates. 

The purpose of this paper is to show the cooperative characteristics of university coops in the 

“Manabi to Seicho” project, and how this project is related to university students’learning 

and career development. This paper also aims to consider how it would be understood in 

relation to the educational function of universities. In addition, the future issues of this 

project would be summarized.

　As the main business of “Manabi to Seicho” project, “exclusive preparation course for civil 

servant exam”, “global communication”, “student EQ(SEQ)”, “support program for learning 

and departure to society” have been proceeded. Students who participate in these programs 

realize their personal growth and changes through activities outside classrooms, 

collaborative work and communication with others. Students share their experience with 

new students and junior students, calling for participation to this project, and expanding 

new participants. In addition, a peer support system has been created in which senior 

students give advice and consultation in various courses as senior supporters.

　In order to further increase the number of students who join this project and make the 

management system more reliable, it is necessary to strengthen the understanding and 

cooperation of universities, and how this project will help students learn and grow. It is 

important to promote collaboration with university researchers and to strengthen the 

empowerment of coop staff.
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